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【出願番号】特願2017-36148(P2017-36148)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】令和2年2月28日(2020.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に関する当否判定の結果が大当りとなったときに大当り遊技が実行される遊技機で
あって、
　前記大当り遊技には、その内容が異なる複数種類が設けられ、
　実行し終えた少なくとも直近複数回分の前記大当り遊技の内容を表す大当り種別情報を
表示しかつ、前記大当り遊技の終了に起因して表示する前記大当り種別情報の更新する大
当り種別情報出力手段と、を有し、
　前記大当り種別情報出力手段は、前記大当り遊技の実行中は前記大当り種別情報を非表
示とし、前記大当り遊技の終了に起因して、前記大当り種別情報を更新した状態で再表示
する遊技機。
【請求項２】
　前記当否判定の結果を予め定められた保留上限数まで保留記憶可能な保留手段と、を有
し、
　前記大当り種別情報出力手段は、前記大当り遊技が開始されるときに前記保留手段に保
留記憶されている前記当否判定の結果に大当りが含まれている場合には、当該大当り遊技
と保留記憶されている大当りに対応する大当り遊技とが終了した後に、それら大当り遊技
に対応する前記大当り種別情報が纏めて追加表示されるように更新する、請求項１に記載
の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　第１の手段は、遊技に関する当否判定の結果が大当りとなったときに大当り遊技が実行
される遊技機であって、前記大当り遊技には、その内容が異なる複数種類が設けられ、実
行し終えた少なくとも直近複数回分の前記大当り遊技の内容を表す大当り種別情報を表示
しかつ、前記大当り遊技の終了に起因して表示する前記大当り種別情報の更新する大当り
種別情報出力手段と、を有し、前記大当り種別情報出力手段は、前記大当り遊技の実行中
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は前記大当り種別情報を非表示とし、前記大当り遊技の終了に起因して、前記大当り種別
情報を更新した状態で再表示する遊技機である。
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